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平L幼児の代表的な呼吸器感染症であるRSウイルス感染症は、かぜ症候群として毎年冬季に流行して

います。年齢を問わず、感染を繰り返し引き起こしますが、成人などでは鼻かぜ程度の軽い症状ですむ

場合が多い感染症です。

症  状 ・乳幼児の半数以上が1歳までに、2歳までにはほぼ全員が感染します。

・4～ 5日の潜伏期を経て、鼻汁、咳、発熱などの上気道症状が現れます。重症となれば細

気管支炎や肺炎などの「下気道疾患」を起こ臥 肺胞につながる細い気管ntl重れて、呼吸

が苦し<なります。

・ 1歳未満、特に6か月未満の平L児や、心肺に基礎疾患を有する小児などでは、重症化して

気管支炎や肺炎になり、呼吸困難など重篤となる場合があります。

・発熱は38度から39度<らいになります。

感染経路 ・患者のせきなどからの飛沫感染やだ液などの呼吸器からの分泌物に汚染された手指や物を

介した接触により感染します。

予防方法 ・外出した後の手洗いとうがいを徹底してください。

・接触感染の予防には手洗いが、飛沫感染予防にはマスクの着用が有効です。

小さな構 をお持ち機 の市ヘ

※このウイルスは感染力が強<、 免疫ができに<いため、再感染を繰り返します。

※お子様にたんが詰まったり息がゼイゼイと鳴る、1分間の呼吸数が多くなるなどの症状が見られたら、

お早目にお近くの医療機関を受診させて<ださい。

発生状況等については静岡県感染症情報のホームページ

htt″/wWW口prersHzuOka.ip/kousd/ko‐ 420a/center.html

問合せ先 健康増進課健康づ<り係 口②2217
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